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６
月
９
日
、
旧
生
田
第
１

体
育
寮（
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）

で
、
川
崎
市
多
摩
消
防
署
員

が
火
災
を
想
定
し
た
救
助
訓

練
を
行
っ
た
。
災
害
社
会
学

を
テ
ー
マ
に
す
る
人
間
科
学

部
の
大
矢
根
淳
教
授
と
ゼ
ミ

生
５
人
が
見
学
、
災
害
時
の

連
係
を
確
認
し
た

写
真
。

　
今
春
、
生
田
第
１
体
育
寮

・
生
田
第
２
体
育

館
が
完
成
し
た
の

に
伴
い
、
旧
生
田

第
１
体
育
寮
は
取

り
壊
し
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
５
月

中
旬
か
ら
約
１
カ

月
間
、
多
摩
消
防

署
が
建
物
の
壁
を

壊
し
床
に
穴
を
開

け
る
破
壊
訓
練
や

救
助
訓
練
な
ど
を

23
回
に
わ
た
っ
て

行
っ
た
。

　
当
日
は
そ
の
一

　
専
太
ク
ン
、
大
学
３
年

生
の
夏
を
迎
え
て
、
来
し

方
行
く
末
を
考
え
る
日
々

で
す
。

　
入
学
の
「
春
」
は
、
結

構
大
変
だ
っ
た
。

「
友
だ
ち
」
で
き

る
か
心
配
で
、
気

が
合
わ
な
く
て
も

つ
る
ん
で
た
っ

け
。
だ
ん
だ
ん
行

動
範
囲
が
広
が
っ

て
、
ち
ょ
っ
と
ト

ラ

ブ

ル

も
。

親

に
、

あ

ん

た

は

「
大
丈
夫
？
」
な

ん
て
い
わ
れ
る
と

ド
キ
ッ
と
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
っ

け
。「
秋
」
に
大

学
に
戻
る
と
出
て
来
な
い

友
だ
ち
を
心
配
し
た
。
そ

ん
な
時
に
「
恋
」
を
し

た
。
実
ら
な
い
思
い
は
自

分
に
「
大
人
に
な
る
こ

と
」
を
教
え
て
く
れ
た
。

気
を
取
り
直
し
て
「
目

標
」
持
っ
て
勉
強
し
よ
う

と
思
っ
た
ん
だ
。

　
大
学
生
の
間
に
多
く
の

人
と
知
り
合
お
う
と
思
っ

た
ら
「
自
己
紹
介
」
も
工

夫
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

い
ろ
ん
な
人
と
話
す
う

ち
、
自
分
は
「
卒
業
後
ど

う
す
る
？
」
、
ど
う
生
き

た
い
の
か
と
考
え
る
よ
う

に
な
っ
て
「
不
安
」
に
な

っ
て
き
て
落
ち
こ
ん
じ
ゃ

っ
て
、
も
し
か
し
て
「
う

つ
っ
て 

？
」
こ
と
か
な

と
。

　
一
時
は
『
睡
眠
』
も
う

ま
く
取
れ
な
く
な
っ
て
き

つ
か
っ
た
け
ど
、
少
し
ず

つ
自
分
の
こ
と
を
語
っ
て

み
る
と
、
人
っ
て
本
当
に

違
う
『
価
値
観
』
を
持
っ

て
る
っ
て
わ
か
っ
て
、
違

い
が
わ
か
る
と
自
分
自
身

を
つ
か
め
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
ん
だ
。
今
は
『
リ

ラ
ッ
ク
ス
』
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
、
現
実
的

に
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
考

え
た
い
と
思
っ
て
る
ん

だ
。

　
学
生
相
談
室
で
は
大
学

生
活
に
身
近
な
テ
ー
マ
で

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
発
行
し

て
い
ま
す
。「
」
は
既
刊

の
、『
』
は
こ
れ
か
ら
出

る
タ
イ
ト
ル
で
す
。
相
談

室
前
に
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
手

に
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ

い
。
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の

ラ
イ
ブ
ラ
リ
で
も
見
ら
れ

ま
す
。

 

（
学
生
相
談
室
）

学生相談室の「リーフレット」

▲　左から後藤さん、星川さん、山口さん

　
文
学
部
・
板
坂
ゼ
ミ
の
学

生
３
人
が
、
江
戸
時
代
後
期

の
原
作
を
基
に
し
た
古
典
入

門
書
の
編
集
に
協
力
し
た
。

小
学
４
〜
６
年
生
向
け
の

『
ま
ん
が
で
読
む
南
総
里
見

八
犬
伝
』
と
『
ま
ん
が
で
読

む
四
谷
怪
談
／
雨
月
物
語
』

（
学
研
教
育
出
版
）
で
、
描

写
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ

ン
に
つ
い
て
出
版
社
に
感
想

や
希
望
を
伝
え
、
原
作
の
魅

力
が
伝
わ
る
内
容
に
仕
上
が

っ
た
。

　
協
力
し
た
の
は
星
川
彩
佳

さ
ん
、
山
口
夏
実
さ
ん
、
後

藤
颯さ

つ

生き

さ
ん
（
い
ず
れ
も
３

年
次
）。
２
冊
を
監
修
す
る

板
坂
則
子
教
授
（
江
戸
戯
作

文
学
）
の
呼
び
か
け
に
応

え
、
昨
年
12
月
か
ら
約
半
年

間
、
板
坂
教
授
を
通
じ
て
編

集
者
と
や
り
取
り
し
た
。

　
『
八
犬
伝
』
の
ま
ん
が
版

は
、
曲
亭
馬
琴
の
原
作
で
は

一
番
後
か
ら
登
場
す
る
少
年

犬
士
の
犬
江
親
兵
衛
を
中
心

に
話
が
進
む
。
原
作
の
筋
立

て
を
大
胆
に
整
理
し
た
構
成

で
、「
読
者
と
同
じ
年
頃
の

親
兵
衛
を
主
人
公
に
し
て
親

し
み
や
す
さ
を
ね
ら
っ
た
よ

う
で
す
」
と
山
口
さ
ん
は
説

明
す
る
。

　
３
人
の
役
目
は
「
原
作
に

近
づ
け
る
調
整
作
業
が
多
か

っ
た
」（
後
藤
さ
ん
）。
当
初

は
な
か
っ
た
物
語
導
入
部
の

ヒ
ロ
イ
ン
、
伏
姫
が
自
害
す

る
場
面
は
「
八
犬
士
の
由
来

を
示
す
重
要
な
見
せ
場
」
と

働
き
か
け
た
。
一
方
で
、
ま

ん
が
の
伏
姫
に
〝
犬
耳
〞
を

付
け
る
こ
と
に
は
「
か
わ
い

い｣

と
賛
成
し
た
。

　
ま
ん
が
版
「
四
谷
怪
談
／

雨
月
物
語
」
は
、
鶴
屋
南
北

の
歌
舞
伎
脚
本
『
東
海
道
四

谷
怪
談
』
と
上
田
秋
成
の
怪

異
小
説
『
雨
月
物
語
』
の
２

作
品
を
併
載
す
る
。

　
昨
年
度
の
板
坂
ゼ
ミ
で

『
四
谷
怪
談
』
に
つ
い
て
研

究
発
表
し
た
星
川
さ
ん
は
、

ペ
ー
ジ
数
と
の
兼
ね
合
い
に

悩
ん
だ
。「
本
筋
で
は
な
い

が
大
き
な
意
味
を
持
つ
」
と

考
え
る
場
面
が
割
愛
さ
れ
そ

う
に
な
り
、
猛
ア
ピ
ー
ル
。

意
見
が
通
り
感
激
し
た
と
い

う
。

　
大
役
を
終
え
た
３
人
は

「
出
版
社
の
方
が
私
た
ち
の

意
見
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た

の
で
、
真
剣
に
勉
強
し
て
取

り
組
ん
だ
」「
み
ん
な
で
協

力
し
な
が
ら
作
り
上
げ
て
い

く
面
白
さ
を
実
感
し
た
」
と

話
し
て
い
る
。

　
『
八
犬
伝
』
は
５
月
22
日

に
、『
四
谷
怪
談
／
雨
月
物

語
』
は
７
月
14
日
に
発
売
。

い
ず
れ
も
税
込
み
１
４
０
４

円
。
史
料
や
解
説
も
充
実
し

て
い
る
。

環
。
消
防
車
２
台
と
署
員
７

人
が
来
学
。
同
寮
の
２
階
か

ら
出
火
し
た
と
想
定
、
ホ
ー

ス
を
延
長
し
放
水
の
た
め
の

準
備
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
外

か
ら
ハ
シ
ゴ
を
か
け
、
館
内

に
取
り
残
さ
れ
た
要
救
助
者

を
署
員
が
ロ
ー
プ
で
地
上
ま

で
降
ろ
し
た
。
こ
の
間
約
20

分
。
署
員
は
声
を
か
け
合
い

な
が
ら
訓
練
を
行
っ
た
。

　
大
矢
根
ゼ
ミ
生
は
、
訓
練

・
救
助
の
様
子
を
撮
影
し
、

メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心
に

見
学
。
質
問
を
寄
せ
て
い

た
。
訓
練
後
は
全
員
同
寮
に

入
り
、
現
場
で
被
災
者
を
ど

の
よ
う
に
救
助
す
る
か
な
ど

署
員
の
解
説
を
聞
い
た
。

　
消
防
士
志
望
と
い
う
金
丸

隆
史
さ
ん
（
４
年
次
）
は

「
こ
う
し
た
状
況
で
の
救
助

訓
練
を
見
学
す
る
の
は
初
め

て
。
参
考
に
な
る
こ
と
ば
か

り
だ
っ
た
」。

　
ま
た
、
専
修
大
学
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
推
進
委
員
会
傘
下
団

体
Ｓ
Ｉ
Ｖ
（
専
修
生
田
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）
の
前
代
表
で
キ

ャ
ン
パ
ス
で
の
避
難
訓
練
を

経
験
し
て
き
た
齋
藤
郁
さ
ん

（
同
）
は
、「
署
員
の
方
は

声
を
し
っ
か
り
出
し
て
確
認

し
合
っ
て
い
た
。
非
常
に
大

事
だ
と
実
感
し
た
」。

　
大
矢
根
教
授
は
「
解
体
予

定
の
建
物
を
活
用
し
た
訓
練

は
、
実
災
害
に
近
い
環
境
を

実
現
し
た
。
建
物
破
壊
訓
練

や
本
日
の
救
助
訓
練
は
ふ
だ

ん
体
験
で
き
な
い
貴
重
な
も

の
」
と
話
す
。

　
最
終
日
の
６
月
13
日
に
は

地
元
の
町
会
と
同
署
の
合
同

訓
練
が
行
わ
れ
た
。

　
文
化
系
サ
ー
ク
ル
が
日
ご

ろ
の
成
果
を
披
露
す
る
第
49

回
「
黒
門
祭
」
が
６
月
26
日

か
ら
28
日
ま
で
、
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
作

品
展
示
や
研
究
発
表
・
報
告

会
、
音
楽
サ
ー
ク
ル
に
よ
る

演
奏
会
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　
鉄
道
研
究
会
は
写
真
や
資

客
さ
ま
を
も
て
な
し
た
。

　
連
合
県
人
会（
以
下
、
連

県
）
が
新
入
生
を
歓
迎
す
る

「
第
48
回
青
衿
祭
」が
６
月
６

日
、
座
間
市
立
市
民
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
た
。

　
連
県
の
新
入
会
員
、
学

生
、
一
般
の
方
ら
約
４
０
０

人
が
来
場
。
連
県
有
志
に
よ

る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

写
真

と
沖
縄
出
身
の
バ
ン
ド

「
か
り
ゆ
し
58
」
に
よ
る
ゲ

ス
ト
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
、
会

場
は
笑
い
と
興
奮
に
包
ま
れ

た
。

　
山
本
泰
平
実
行
委
員
長

（
経
済
４
）
は
「
１
年
次
生

の
頑
張
り
も
あ
り
、
実
行
委

員
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、

無
事
に
成
功
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
が

『
青
衿
祭
』
と
い
う
言
葉
を

何
度
も
使
っ
て
会
場
を
沸
か

せ
て
く
だ
さ
り
、
例
年
以
上

の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し

た
」
と
振
り
返
っ
た
。

▲　車掌にふんした学生が説明（鉄道研究会）

を
目
指
し
た
全
日
本
大
学
野

球
選
手
権
大
会
の
始
球
式

（
６
月
８
日
）
に
、
専
大
野

球
部
の
元
エ
ー
ス
・
芝
池
博

明
さ
ん
（
昭
44
商
）
が
登

板
。
見
事
な
投
球
で
神
宮
球

場
で
の
開
幕
戦
を
飾
り
、
選

手
を
激
励
し
た
。

　
芝
池
さ
ん
は
１
９
６
５

年
、
１
年
次
生
な
が
ら
東
都

大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ
で
８

勝
を
挙
げ
、
春
秋
連
続
優
勝

に
貢
献
。
そ
の
年
の
全
日
本

で
は
準
決
勝
で
完
全
試
合
を

達
成
し
、
日
本
一
の
立
役
者

に
な
っ
た
。
東
都
リ
ー
グ
通

算
41
勝
は
い
ま
だ
に
記
録
が

破
ら
れ
て
い
な
い
〝
東
都
の

レ
ジ
ェ
ン
ド
〞
だ
。
今
年
は

完
全
試
合
か
ら
50
周
年
に
あ

た
る
。

　
す
が
す
が
し
い
初
夏
の
晴

天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
専

大
の
旧
ユ
ニ
ホ
ー
ム
姿
で
マ

ウ
ン
ド
に
現
れ
た
芝
池
さ

ん
。
持
ち
味
の
ア
ン
ダ
ー
ス

ロ
ー
の
フ
ォ
ー
ム
で
全
盛
期

を
思
わ
せ
る
力
強
い
ボ
ー
ル

を
真
ん
中
高
め
に
投
げ
込
ん

だ
。
球
場
に
「
ス
ト
ラ
イ

ク
」
の
声
が
鳴
り
響
く
と
緑

色
の
帽
子
を
取
り
、
観
客
か

ら
の
拍
手
に
両
手
を
上
げ
て

応
え
た
。

　「
神
宮
で
投
げ
る
の
は
プ

ロ
時
代
（
近
鉄
｜
中
日
）
か

ら
数
え
て
約
40
年
ぶ
り
。
ボ

ー
ル
が
届
い
て
ほ
っ
と
し

た
」
と
周
囲
を
笑
わ
せ
た
。

始
球
式
の
模
様
は
、
テ
レ
ビ

で
も
放
映
さ
れ
、
芝
池
さ
ん

の
元
に
は
専
大
の
Ｏ
Ｂ
か
ら

感
激
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
多
数

届
い
た
。

　
プ
ロ
時
代
は
故
障
に
悩
ま

さ
れ
た
が
中
継
ぎ
投
手
と
し

て
10
年
間
活
躍
。
引
退
後
も

〝
野
球
愛
〞
は
衰
え
ず
、
地

元
兵
庫
県
な
ど
で
少
年
野
球

チ
ー
ム
の
監
督
を
担
い
、
98

年
に
は
「
神
戸
中
央
リ
ト
ル

シ
ニ
ア
チ
ー
ム
」
を
全
日
本

選
手
権
で
優
勝
に
導
き
、
神

宮
球
場
で
再
度
日
本
一
に
。

　
全
日
本
で
の
専
大
は
準
々

決
勝
ま
で
進
ん
だ
も
の
の
、

優
勝
し
た
早
大
に
僅
差
で
敗

れ
た

12
面
に
記
事
。
芝
池

さ
ん
は
「
こ
の
次
が
あ
る
。

来
年
は
日
本
一
を
目
指
し

て
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

まんがで読む『八犬伝』『四谷怪談／雨月物語』

板坂ゼミ生 古典入門書編集に協力

東
都
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
後
輩
を
激
励

　
専
大
野
球
部
元
エ
ー
ス
芝
池
博
明
さ
ん
　

「
全
日
本
」
の
始
球
式
に
登
板

旧

生
田
第
１
体
育
寮
で
救
助
訓
練

災
害
時
の
連
係
を
確
認

大
矢
根

ゼ
ミ
生

催
し
多
彩
に

第
49
回
黒
門
祭

料
の
展
示
に
加
え
、
巨
大
な

ジ
オ
ラ
マ
を
制
作
し
て
鉄
道

模
型
を
走
ら
せ
、
来
場
者
の

関
心
を
集
め
た
。
ま
た
、
第

３
学
生
自
治
会
館
の
和
室
で

は
、
茶
道
文
化
研
究
会
に
よ

る
「
黒
門
祭
茶
会
」
が
催
さ

れ
、
学
内
外
か
ら
招
い
た
お▲　お点前を披露（茶道文化研究会）

「
か
り
ゆ
し
58
」に

笑
い
と
興
奮
沸
く

第
48
回
青
衿
祭

▲
　
観
客
の
拍
手
に
笑
顔
の

芝
池
さ
ん

　
26
年
ぶ
り
東
都
大
学
野
球

優
勝
の
専
大
が
大
学
日
本
一


